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

月：留学応援 年からポルトガルとブラジルへ留学する学生のために、入門テキス
ト「ニューエクスプレス ブラジルポルトガル語」で会話を中心に練習しました。サンパ
ウロ大学から帰国した学生が体験をもとにアドバイスをしたり、留学生が発音の見本を示
したりして、グループならではの活動ができました。

 活動は例年通り週  回 L&R7R%D で行いました。今年度は、日系ブラジル人の学生、留学
生、留学から帰国した学生、来年留学する学生など様々なメンバーと一緒に活動すること
ができました。急に留学前の学生が増えた時もすぐに教材が用意でき、目的に応じていろ
いろ活用することもできました。
 高等言語教育研究所に１年間ご支援いただきありがとうございました。

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高等言語教育研究所からの派遣により、河合塾主催 2015 年度国際シンポジウム「国際基
準の大学教育改革－日本・オーストラリア・アメリカの学生調査からわかること－」（2015 年 12
月 12日開催㻌 於ベルサール九段）に参加した。 
シンポジウムでは、河合塾がオーストラリア教育研究所（Australian Council for 
Educational Research）と協力して作成した大学生調査（JUES）の概要と 19 大学で実施
したパイロット調査の結果の報告があった。JUES は、大学生の経験のうち測定可能で学
習・発達の成果に結びつき、また大学に責任がある経験に関する情報を集めることを目的
としている。JUES のような調査を活用することで、大学が、今後学生にどのような学修機
会を作ればよいかがわかり、また、他大学との比較を基に大学の戦略的な行動計画を作成
するために必要な情報を得ることができる。本報告では、シンポジウムのプログラムと共
にキーワードとなった「学生エンゲージメント」について報告する。 
 
1. プログラム 
第 1 部 学生のエンゲージメントと学生調査の国際的な動向   
   全米高等教育経営システム研究所 所長 Peter Ewell 氏 
 
第 2 部 日本とオーストラリアの学生調査の概要とその結果からわかること 
   河合塾教育情報部 部長 近藤治氏 
   オーストラリア教育研究所 主任研究員 Daniel Edwards 氏 
 
第 3 部 各大学の事例発表 
   ディーキン大学 教育担当副学長 Beverley Oliver 氏 
   産業能率大学 経営学部教授 松尾尚氏 
   山梨大学大学院 総合研究部教授 塙正典氏 
 
2. 学生エンゲージメントに着目した大学運営 
学生が大学でいかに学んだかを知るキーワードのひとつに「学生エンゲージメント
（Student Engagement）」がある。エンゲージメントと似た意味で使われることばに「学生満足
度」があるが、この違いについて、Peter Ewell 氏は以下のように説明した。学生満足度は、
「学生がどういう大学経験を楽しんでいるのか」を測るものであり、学生の成功と関連は
あるが、学習をよりよくする根拠にはならない。それに対して、学生エンゲージメントは、
学生のどのような活動が学習の質が高めるのかに着目したものであり、学生エンゲージメ
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ントを高めることが、大学そのものの質を高めることにつながる。学生エンゲージメント
を見るためには、教育機関側の要素と学生側の要素に分けて考える必要があり、教育機関
側のエンゲージメントの要素には、①課題＝チャレンジの量、②教育者のふるまい、③能
動的に学ぶためのカリキュラムがある。また、学生側の要素には、①授業以外での時間の
過ごし方、②わからないことへの行動＝質問など、③授業以外での教師との接触、④他の
学生との協力、⑤教職員以外の人との接触、が挙げられる。 
最近注目されているいくつかの教育手法、例えば、PBL 型授業や反転授業などは、上述
の要素の性質を持っている。例えば、PBL 型授業は、学生が能動的に学ぶことを奨励し、
チャレンジの量を増やす。また、他の学生と協力しながら、大学内外のリソースを活かし
つつ（さまざまな人と接触してアドバイスを得ながら）学習を進めていく。 
第 3 部で事例を発表した産業能率大学と山梨大学は JUES パイロット調査実施校でもあ
る。産業能率大学の松尾尚氏は、初年次 PBL の導入と JUES 調査結果との関係について報
告した。1 年と 4 年の調査結果の比較から、PBL を導入している 1 年次では、JUES のエ
ンゲージメントに関連する項目での数値が高いという結果が出た。 
山梨大学では、学生自身の主体的・協調的な学びを促進するために、反転授業を導入し
ている。塙正典氏は、工学部で導入した反転授業の概要と平成 24 年度と 26 年度の評価比
較を基に、反転授業の導入が学生の学びの質を高めていると報告した。学生エンゲージメ
ントを高めるという観点からどのようなカリキュラムや教育手法を取り入れるべきか検討
することが、結果として学生の学びの質を高めていく可能性を有していると言えよう。 
本学で行っている授業アンケートについて今後項目を検討する際に、学生エンゲージメ
ントという観点から見直すことも選択肢のひとつになるのではないかと感じた。 
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［資料］近藤治氏の発表スライドより転載「JUESの質問項目」（シンポジウム資料集 p.38）  
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